
No 9

2018年9.10月号

久永恵子

□授業研修 中・高等部 ～国語・数学～

□自主研修会 「久永塾」～ワンポイント講座～

□研修交流 ～ニューヨーク補習授業校授業参観～

教師の資質能力と授業力の向上を図るための授業

研修ですが，日本のように研究部があって研究テー

マをもとに皆で共同研究するわけではありません。

授業の教科や内容は，個々人が選び、派遣の校長・

教頭と同学年の先生が授業を参加し，事後研で授業

の反省や参観した感想を述べ合うと言ったスタイル

です。中高等部も同様，教科研究ではないので，あ

くまでも同学年内で授業を見合うというものです。

中高等部の先生方にとっては，自分のクラスの生徒

が，他教科の先生の授業をどのような姿勢で受けて

いるのかを，客観的に見ることができます。

先生方有志による自主研修会の要請を受け，１時間

のコマをもらって「久永塾」ワンポイント講座を行い

ました。

ほとんどの先生方が公開研究会に参加したことがな

く，公開授業を見たことがありません。日本での教職

経験がある先生は数名しかいません。

そこで，豊成小学校の公開研究会の授業ビデオを視

聴しなら，授業解説をしました。授業の構成の仕方や流し

方，発問や板書，指導案の書き方など，学習指導要領も含

めて解説しました。また，後半は，音読の指導方法につい

て，実際に生徒になったつもりでワークショップスタイル

で学習しました。授業ビデオはとても参考になり，ワーク

ショップの体験は，翌日からの授業で実践した先生もいま

した。第２回目のリクエストもいただきました。

「久永塾」では，帯広市

教育研究所から資料をいた

だき，有効活用しました。

NY補習授業校W校(ｳｪｽﾄﾁｪｽﾀｰ校)を訪問しました。

研修の一環としてNY日本人学校・NY補習授業校・NJ

日本人学校・NJ補習授業校の４校で，年に２度開催。他

校の実践に学び，自分たちの授業や学級経営，学校運営

に生かすことが目的です。NY補習授業校は，W校の他に

LI校(ﾛﾝｸﾞｱｲﾗﾝﾄﾞ校)もあり、隔年で両校を訪問しています。

NY補習授業校は，本校と同じく幼児部・初等部・中等

部，高等部を併設した一貫教育を推進しています。授業

では，どの学級もデジタル教科書や電子黒板を使って指

導，アクティブな学習も多く見られました。参観した本

校の先生方にとっては大いに参考になりました。

高等部１年数学「二次関数のグラフの書き方」

中等部３年国語「挨拶－原爆の写真によせて」
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□アメリカの教育事情 ～その１～
① 教育制度
・アメリカの教育制度は，州や市によって異なります。

・小学校，中学校，高校，大学の入学年齢も，州や市によって異なり，６－２－４制が多く，

次に多いのが６－３－３，他に６－４－２，５－３－４，４－４－４，８－４，６－６など

様々ですが，基本１２年間学んだ後大学へ進学となります。

・就学前の３歳（ナーサリー），４歳（プレスクール），５歳（キンダー）と呼ばれ，１年生

から６年生（エレメンタリー），７年生から中学校（ミドルスクール），高校（ハイスクール）

となります。高校１年生は（フレッシュマン），２年生は（ソフモア），３年生は（ジュニア），

４年生は（シニア）と呼ばれています。

②LEP

・アメリカにおける公立学校以上の教育機関では，英語を母国語としない児童に対して英語

テストが行われます。テストの結果，英語の補助が必要とされた児童（Limited English

proficient student-LEP）は，個人のニーズに最もあったクラスに振り分けられます。

③ESL（外国人のための英語教育）

アメリカの学校に入ってまず困るのが英語です。困難の度合いは，子供の年齢，英語の履

修年数，転入する学年によって異なります。

建国以来,世界各国からの移民で構成されてきたアメリカでは,近年こうした問題を解決す

る手段として,アメリカの学校に初めて入る生徒のために「ESL（English as a school langu

age）＝第二言語としての英語」という外国人用の英語クラスを作っています。

アメリカの教育制度は，日本のように画一的な教育ではなく，個人の能力やニーズに合った

開かれた教育を重んじています。

アメリカでの私の研究テーマは「アメリカの教育事情について」です。自分の生活圏であるニュージャージ

ー州の教育事情について，現地の教職員から見聞きしたことや，文献で調べたり，プライベートレッスンを受けて

いる英会話の先生から教えてもらったりしたことをまとめ，シリーズでお伝えしていきます。最終的に，このレポートは

英文に訳して，アメリカの研究機関に提出しなければなりません。帰国も間近に迫り，少々焦ってきました。


